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盧武鉉政権期の日韓関係

盧�
武
鉉
政
権
期
の
日
韓
関
係�

―
―
韓
国
の
新
し
い
秩
序
認
識
の
台
頭
―
―

西　
　

野　
　

純　
　

也

は
じ
め
に

　

日
韓
国
交
正
常
化
四
〇
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
五
年
、
日
韓
関
係
は
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
日
韓
両
国
政

府
は
二
〇
〇
五
年
を
「
日
韓
友
情
年
」
と
定
め
、
文
化
交
流
行
事
な
ど
へ
の
積
極
的
支
援
を
通
じ
て
未
来
志
向
的
な
関
係
構
築
を
促

進
す
る
機
会
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
た（

（
（

。
し
か
し
実
際
に
は
、
二
〇
〇
五
年
の
日
韓
関
係
は
未
来
へ
進
む
ど
こ
ろ
か
、
靖
国
神
社

は
じ
め
に

1
．
盧
武
鉉
大
統
領
の
対
日
認
識

2
．
第
二
次
北
朝
鮮
核
危
機
へ
の
対
応

3
．「
平
和
繁
栄
政
策
」
と
日
米
韓
三
国
協
調

4
．
対
北
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る
日
韓
の
乖
離

お
わ
り
に
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参
拝
、
歴
史
教
科
書
、
竹
島
問
題
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
歴
史
問
題
」
に
よ
っ
て
挑
戦
に
さ
ら
さ
れ
続
け
た
厳
し
い
年
と
な
っ
た
。
三
月

一
六
日
の
島
根
県
議
会
に
よ
る
「
竹
島
の
日
」
条
例
可
決
以
降
、
日
韓
関
係
は
歴
史
問
題
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
か
ら
顕
在
化
し
た
日
韓
関
係
に
対
す
る
挑
戦
は
過
去
の
問
題
に
由
来
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
北
朝
鮮
核

問
題
、
中
国
の
台
頭
、
そ
し
て
米
国
と
の
関
係
と
い
っ
た
地
政
学
的
問
題
に
対
す
る
日
韓
の
異
な
る
評
価
や
対
応
の
違
い
が
、
日
韓

関
係
に
お
け
る
遠
心
力
と
し
て
作
用
し
始
め
た
。
つ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
現
在
や
将
来
の
問
題
も
ま
た
、
日
韓
関
係
に
大
き
な

挑
戦
と
な
っ
て
立
ち
現
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
韓
国
・
盧
武
鉉
政
権
の
外
交
安
保
政
策
の
分
析
を
通
し
て
二
〇
〇
五
年
前
後
の
日
韓
関
係
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
。
日
韓
間
の
不
幸
な
過
去
に
対
す
る
認
識
や
解
釈
を
め
ぐ
り
対
立
し
、
北
朝
鮮
核
問
題
へ
の
対
応
で
も
異
な
る

認
識
を
示
し
て
い
る
現
在
（
二
〇
一
九
年
一
月
末
）
の
日
韓
関
係
の
原
型
あ
る
い
は
起
点
と
も
言
え
る
姿
が
そ
こ
か
ら
は
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。

1
．
盧
武
鉉
大
統
領
の
対
日
認
識

　

二
〇
〇
五
年
三
月
一
六
日
の
「
竹
島
の
日
」
条
例
可
決
に
対
す
る
韓
国
政
府
の
激
し
い
反
発
は
、
日
本
側
で
は
驚
き
を
持
っ
て
受

け
止
め
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
同
年
二
月
末
に
条
例
案
が
島
根
県
議
会
に
上
程
さ
れ
て
以
降
、
韓
国
政
府
は
日
本
政
府
に
対
し
て
可

決
に
至
ら
ぬ
よ
う
対
処
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
求
め
て
い
た
た
め
、
激
し
い
反
発
が
起
こ
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

韓
国
側
か
ら
の
懸
念
表
明
を
受
け
て
、
外
務
省
は
島
根
県
議
会
に
対
し
て
間
接
的
に
自
制
を
求
め
て
き
た
。
例
え
ば
、
三
月
初
め
に

は
、「
実
効
的
に
は
何
の
意
味
も
な
い
こ
と
を
県
民
感
情
だ
け
で
決
め
る
の
は
、
率
直
に
言
っ
て
い
か
が
な
も
の
か
と
思
う
」
と
外

務
省
首
脳
は
述
べ
て
い
た（

（
（

。
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条
例
可
決
の
翌
日
（
一
七
日
）
に
は
、
韓
国
の
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
が
「
過
去
の
植
民
地
政
策
を
正
当
化
し
よ
う
と

す
る
日
本
の
動
き
に
は
断
固
対
処
す
る
」
旨
の
「
対
日
外
交
の
新
原
則
」
を
発
表
し
た
の
に
続
き
、
二
三
日
に
は
盧
武
鉉
大
統
領
が

青
瓦
台
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
対
国
民
書
簡
（「
韓
日
関
係
と
関
連
し
て
国
民
に
捧
げ
る
談
話
文
」）
で
、「
侵
略
と
支
配
の
歴
史
を

正
当
化
し
、
再
び
覇
権
主
義
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
黙
っ
て
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
の
立
場
を
表
明
し
た（

（
（

。

　

日
本
側
が
驚
き
、
戸
惑
い
を
見
せ
た
の
は
、
反
発
の
激
し
さ
そ
れ
自
体
だ
け
で
は
な
く
竹
島
問
題
に
対
す
る
韓
国
側
の
認
識
で

あ
っ
た
。
日
本
側
は
竹
島
問
題
を
領
有
権
問
題
ま
た
は
漁
業
問
題
と
結
び
付
け
て
理
解
し
て
い
た
の
に
対
し
、
韓
国
側
は
そ
れ
を
領

土
問
題
と
い
う
よ
り
は
歴
史
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
あ
る
い
は
領
土
問
題
と
歴
史
問
題
を
結
び
付
け
て
理
解
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
二
〇
〇
五
年
は
、
日
本
に
と
っ
て
は
戦
後
六
〇
年
、
日
韓
国
交
正
常
化
四
〇
周
年
で
あ
っ
た
が
、
韓
国
に
と
っ
て
は
光
復
六
〇

年
で
あ
り
、
外
交
権
が
奪
わ
れ
保
護
国
化
さ
れ
た
第
二
次
日
韓
協
約
（
一
九
〇
五
年
）
か
ら
一
〇
〇
年
で
も
あ
っ
た
。
一
九
〇
五
年

の
島
根
県
に
よ
る
竹
島
編
入
は
、
韓
国
に
と
っ
て
み
れ
ば
日
本
の
朝
鮮
半
島
植
民
地
化
政
策
の
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
の
日
を
「
竹
島

の
日
」
と
し
て
記
念
す
る
こ
と
は
、「
過
去
の
侵
略
を
正
当
化
し
、
大
韓
民
国
の
光
復
を
否
認
す
る
行
為（

（
（

」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　

結
果
的
に
み
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
三
月
以
降
の
盧
武
鉉
政
権
の
対
日
認
識
お
よ
び
対
日
政
策
の
急
速
な
変
化
に
対
し
て
日
本
政
府

は
当
惑
し
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
二
月
に
島
根
県
議
会
で
条
例
案
が
上
程
さ
れ
審
議
が
始

ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
盧
武
鉉
大
統
領
が
強
い
調
子
で
警
告
を
発
し
た
時
、
恐
ら
く
日
本
側
は
盧
武
鉉
大
統
領
の
真
意
を
量
り
か
ね

て
い
た
に
違
い
な
い
。
二
〇
〇
四
年
七
月
の
済
州
島
に
お
け
る
日
韓
首
脳
会
談
後
の
共
同
記
者
会
見
で
、「
私
の
任
期
中
に
は
、
韓

日
間
の
歴
史
問
題
を
公
式
的
に
は
議
題
や
争
点
と
し
て
は
提
起
し
な
い
」
と
し
た
盧
大
統
領
が
、
二
〇
〇
五
年
の
独
立
運
動
記
念
日

（
3
・
1
節
）
演
説
で
は
「
過
去
の
真
実
を
究
明
し
て
、
心
か
ら
謝
罪
し
て
反
省
し
、
賠
償
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
賠
償
し
、
そ
の
後

に
和
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
全
世
界
で
行
わ
れ
て
い
る
歴
史
清
算
の
普
遍
的
な
方
法
で
あ
る（

（
（

」
と
主
張
し
た
か
ら
で
あ
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る
。

　

も
っ
と
も
、
盧
大
統
領
の
対
日
認
識
の
急
速
な
変
化
に
困
惑
し
た
の
は
日
本
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
韓
国
で
は
3
・
1
節
演
説
の

内
容
自
体
は
概
ね
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
た
が
、
対
日
政
策
の
突
如
の
転
換
に
つ
い
て
は
韓
国
内
か
ら
も
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
野

党
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
、
盧
大
統
領
の
態
度
が
「
一
貫
性
を
欠
い
て
い
る
」
と
の
批
判
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
青
瓦
台
主
導
の
急
速

な
方
針
転
換
は
、
対
日
外
交
を
担
当
す
る
外
交
通
商
部
を
も
一
時
混
乱
に
陥
れ
た
。

　

実
は
二
〇
〇
三
年
二
月
の
盧
武
鉉
政
権
発
足
当
初
、
日
韓
関
係
は
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
。
盧
大
統
領
就
任
式
に
は
小
泉
純

一
郎
首
相
が
出
席
し
た
し
、
盧
大
統
領
就
任
後
初
の
首
脳
会
談
と
し
て
日
韓
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
た
。
当
時
、
盧
武
鉉
政
権
下
の
韓

米
関
係
に
対
す
る
不
安
の
声
が
韓
国
内
外
に
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
れ
ば
、
日
韓
関
係
は
極
め
て
良
好
な
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ

る
。
北
朝
鮮
核
問
題
の
平
和
的
解
決
を
強
く
意
識
し
て
い
た
盧
大
統
領
は
、
二
〇
〇
二
年
九
月
に
北
朝
鮮
訪
問
と
日
朝
首
脳
会
談
を

実
現
し
た
小
泉
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
高
く
評
価
し
、
小
泉
首
相
を
自
ら
の
対
北
朝
鮮
外
交
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
付
け

て
い
た
の
で
あ
る（

（
（

。
事
実
、
二
〇
〇
三
年
六
月
の
盧
大
統
領
訪
日
時
に
発
出
さ
れ
た
「
日
韓
首
脳
共
同
声
明
―
―
平
和
と
繁
栄
の
北

東
ア
ジ
ア
時
代
に
向
け
た
日
韓
協
力
基
盤
の
構
築
」
で
は
、「
盧
武
鉉
大
統
領
は
、
日
朝
平
壌
宣
言
に
基
づ
き
核
、
ミ
サ
イ
ル
問
題

及
び
拉
致
問
題
等
の
日
本
側
の
関
心
事
項
を
解
決
し
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
定
に
資
す
る
形
で
日
朝
国
交
正
常
化
を
実
現
す

る
と
い
う
日
本
政
府
の
基
本
方
針
を
支
持
し
た（

（
（

」
こ
と
が
ま
ず
明
記
さ
れ
て
い
た
し
、
日
本
の
国
会
で
盧
大
統
領
は
、
戦
後
日
本
の

経
済
成
長
と
民
主
主
義
を
称
え
て
、「
私
は
今
日
の
日
本
を
築
き
上
げ
て
き
た
国
民
と
指
導
者
に
、
深
い
尊
敬
の
気
持
ち
を
感
じ
て

い
る
」
と
演
説
し
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
盧
武
鉉
政
権
の
対
日
政
策
は
、
基
本
的
に
金
大
中
政
権
期
に
構
築
さ
れ
た
日
韓
関
係
を
継
承
し
発
展
さ
せ
て
い
く
と

の
認
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
一
〇
月
の
金
大
中
大
統
領
訪
日
を
契
機
に
、
日
韓
関
係
は
過
去
の
面
目
を
一
新
す

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
た
。
特
に
、
当
時
の
小
渕
首
相
と
金
大
統
領
が
署
名
し
た
「
日
韓
共
同
宣
言
―
―
二
一
世
紀
に
向
け
た
新
た
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な
日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
は
、
一
九
六
五
年
六
月
の
日
韓
基
本
条
約
以
来
の
画
期
的
な
外
交
文
書
で
あ
る（

（
（

。
小
渕
首
相
が
「
過

去
の
一
時
期
韓
国
国
民
に
対
し
植
民
地
支
配
に
よ
り
多
大
の
損
害
と
苦
痛
を
与
え
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
こ

れ
に
対
し
、
痛
切
な
反
省
と
心
か
ら
の
お
詫
び
を
述
べ
た
」
の
に
対
し
、
金
大
統
領
は
日
本
側
の
歴
史
認
識
の
表
明
を
「
真
摯
に
受

け
止
め
、
こ
れ
を
評
価
す
る
と
同
時
に
、
両
国
が
不
幸
な
歴
史
を
乗
り
越
え
て
和
解
と
善
隣
友
好
関
係
に
基
づ
い
た
未
来
志
向
的
な

関
係
を
発
展
さ
せ
る
」
と
応
じ
、「
戦
後
の
日
本
の
平
和
憲
法
の
下
で
の
専
守
防
衛
及
び
非
核
三
原
則
を
始
め
と
す
る
安
全
保
障
政

策
…
…
国
際
社
会
の
平
和
と
繁
栄
に
対
し
日
本
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
高
く
評
価
し
た
」
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
韓
首
脳
は

「
自
由
・
民
主
主
義
、
市
場
経
済
と
い
う
普
遍
的
理
念
に
立
脚
し
た
協
力
関
係
を
…
…
今
後
更
に
発
展
さ
せ
」、「
両
国
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
…
…
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
更
に
は
国
際
社
会
全
体
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
に
…
…
前
進
さ
せ
て
い
く
」
と
の
認
識
を

共
有
し
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
宣
言
は
、
同
年
の
江
沢
民
・
中
国
国
家
主
席
訪
日
後
に
日
中
関
係
が
か
え
っ

て
悪
化
し
た
こ
と
と
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
に
は
歴
史
教
科
書
問
題
や
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
が
日
韓
間

の
懸
案
と
し
て
浮
上
し
た
が
、
趨
勢
と
し
て
は
日
韓
間
の
文
化
交
流
お
よ
び
国
民
交
流
の
拡
大
、
特
に
二
〇
〇
二
年
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
共
催
と
「
韓
流
」
ブ
ー
ム
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
の
頃
の
日
韓
関
係
は
と
り
わ
け
市
民
レ
ベ
ル
に
お
い
て
大
き
な
発
展
が
見
ら

れ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
五
年
三
月
以
降
の
「
突
然
の
」
関
係
悪
化
は
、
事
態
の
推
移
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
指
導
者
レ
ベ
ル

で
の
盧
大
統
領
の
小
泉
首
相
に
対
す
る
信
頼
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
盧
大
統
領
は
、

「
竹
島
の
日
」
制
定
に
関
し
て
小
泉
首
相
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
問
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
が
、「
日
本

政
府
は
地
方
自
治
体
の
問
題
に
介
入
で
き
な
い
」
と
の
反
応
に
失
望
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
盧
大
統
領
の
失
望
は
、「
一
つ
の

地
方
自
治
体
や
一
部
の
国
粋
主
義
者
の
行
為
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
の
執
権
勢
力
と
中
央
政
府
の
幇
助
の
も
と
で
な
さ

れ
た
」、「
日
本
が
今
ま
で
行
っ
た
反
省
と
謝
罪
を
全
て
白
紙
化
す
る
行
為（

（1
（

」
と
い
う
極
端
な
解
釈
と
な
っ
て
表
れ
た
の
で
あ
る
。
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関
係
悪
化
の
中
で
何
と
か
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
同
年
六
月
の
ソ
ウ
ル
で
の
日
韓
首
脳
会
談
で
盧
大
統
領
は
、「
北
東
ア
ジ
ア
で
の

平
和
と
共
存
の
秩
序
構
築
の
た
め
に
は
、
日
韓
両
国
間
の
信
頼
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
日
本
が
過
去
の
不
幸
な
歴
史
を
反
省
し
、

そ
の
よ
う
な
歴
史
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
と
い
う
確
信
を
行
動
で
示
す
こ
と
こ
そ
が
両
国
間
の
信
頼
の
基
礎
と
な
る
、
日
本
の
要
人
に

よ
り
信
頼
を
崩
す
よ
う
な
言
動
が
繰
り
返
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
旨
述
べ
、
信
頼
関
係
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
小

泉
首
相
は
、「
韓
国
国
民
の
過
去
を
巡
る
心
情
は
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、
両
国
間
の
過
去
の
問
題
へ
の
姿
勢
を
実
践
で
示
す
」
と

し
た
上
で
、
日
本
は
「
戦
後
六
〇
年
間
一
貫
し
て
、
強
固
な
民
主
主
義
に
支
え
ら
れ
た
『
平
和
国
家
』
と
し
て
、
専
守
防
衛
に
徹
し
、

国
際
紛
争
を
助
長
せ
ず
、
国
際
平
和
と
安
定
に
最
大
限
寄
与
す
る
国
」
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
一
〇
月
一
七
日
に
小
泉
首
相
が
靖
国
神
社
を
参
拝
し
た
こ
と
も
あ
り
、
小
泉
首
相
在
任
中
（
～
二
〇
〇

六
年
九
月
）
に
日
韓
指
導
者
間
の
信
頼
回
復
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
釜
山
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
期
間
中
の
一
一
月
一
八
日
に
か
ろ
う

じ
て
設
定
さ
れ
た
日
韓
首
脳
会
談
で
も
盧
大
統
領
は
、「
小
泉
総
理
の
靖
国
参
拝
や
最
近
の
多
数
の
政
治
家
に
よ
る
参
拝
は
韓
国
に

対
す
る
挑
戦
と
も
い
う
べ
き
も
の（

（1
（

」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

以
上
見
た
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
の
日
韓
関
係
の
悪
化
は
、「
靖
国
参
拝
問
題
、
歴
史
教
科
書
問
題
及
び
竹
島
問
題
と
い
う
三
つ

の
問
題（

（1
（

」
が
直
接
的
契
機
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
日
韓
間
に
横
た
わ
る
問
題
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
日
韓
両
国
を
取
り
巻
く
地

政
学
的
要
因
に
由
来
す
る
問
題
、
特
に
①
北
朝
鮮
核
問
題
、
②
中
国
の
台
頭
、
そ
し
て
③
米
国
と
の
同
盟
関
係
と
い
う
ア
ジ
ア
地
域

の
平
和
と
安
定
に
関
す
る
問
題
へ
の
認
識
と
対
応
の
違
い
が
、
日
韓
間
で
遠
心
力
と
し
て
作
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
地
政
学
的
問

題
こ
そ
、
日
韓
関
係
の
悪
化
を
も
た
ら
し
た
よ
り
本
質
的
な
要
因
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
日
韓

関
係
に
い
か
に
作
用
し
た
の
か
検
討
し
て
い
く
。
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2
．
第
二
次
北
朝
鮮
核
危
機
へ
の
対
応

　

一
九
九
四
年
を
頂
点
と
す
る
「
第
一
次
北
朝
鮮
核
危
機
」
は
、
同
年
一
〇
月
の
米
朝
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
「
合
意
枠
組
み
」、
対
北
朝
鮮

政
策
調
整
監
督
グ
ル
ー
プ
（
Ｔ
Ｃ
Ｏ
Ｇ
）
や
「
ペ
リ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
」
に
代
表
さ
れ
る
日
米
韓
三
国
協
調
体
制
の
構
築
、
そ
し
て
南

北
首
脳
会
談
（
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
と
い
っ
た
一
連
の
出
来
事
を
受
け
て
、
二
〇
〇
〇
年
下
半
期
に
は
米
朝
関
係
の
画
期
的
改
善
を

予
想
さ
せ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
た
。
同
年
一
〇
月
に
は
趙
明
禄
次
帥
が
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
問
し
た
の
に
続
き
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
米
国

務
長
官
が
平
壌
を
訪
問
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
訪
朝
の
可
能
性
が
現
実
味
を
持
っ
て
語
ら
れ
て
い
た（

（1
（

。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
一
年
に
登
場
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時
代
の
対
北
朝
鮮
政
策
の
転
換
を
試
み
た
。
約
半
年

に
わ
た
る
再
検
討
作
業
の
結
果
、
六
月
六
日
に
発
表
さ
れ
た
大
統
領
声
明
は
、
①
「
合
意
枠
組
み
」
の
履
行
改
善
（
核
査
察
の
早
期

受
け
入
れ
と
使
用
済
み
核
燃
料
の
国
外
搬
出
）、
②
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
検
証
可
能
な
規
制
と
ミ
サ
イ
ル
輸
出
の
禁
止
、
③
通
常
兵
力
の

脅
威
削
減
（
前
線
か
ら
の
兵
力
後
退
）
と
い
う
北
朝
鮮
に
と
っ
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
設
定
し
、
こ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
た
場
合
に
の
み
、

人
道
支
援
の
拡
大
、
経
済
制
裁
の
緩
和
、
そ
の
他
の
政
治
的
措
置
を
と
る
こ
と
を
表
明
し
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
な
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策
を
さ
ら
に
強
硬
な
も
の
に
し
た
の
は
、
周
知
の
通
り
9
・
11
テ
ロ
事
件
で
あ
る
。

翌
二
〇
〇
二
年
一
月
の
一
般
教
書
演
説
で
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
北
朝
鮮
を
イ
ラ
ク
、
イ
ラ
ン
と
と
も
に
「
悪
の
枢
軸
」
と
し
て
名
指

し
し
、
同
年
九
月
の
「
米
国
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
」（
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
ク
ト
リ
ン
」）
で
は
先
制
攻
撃
の
可
能
性
を
示
唆

し
た
。

　

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
「
先
制
攻
撃
論
」
に
直
面
し
て
北
朝
鮮
が
と
っ
た
行
動
は
、
再
度
「
核
危
機
」
を
醸
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
訪
朝
し
た
ケ
リ
ー
米
国
務
次
官
補
が
北
朝
鮮
に
よ
る
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
（
Ｈ
Ｅ
Ｕ
）
開
発
計
画
を
確
認
す
る
と
、

朝
鮮
半
島
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
機
構
（
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
は
北
朝
鮮
へ
の
重
油
提
供
中
止
を
決
定
し
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
は
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北
朝
鮮
に
核
計
画
の
放
棄
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
北
朝
鮮
は
一
九
九
四
年
の
「
合
意
枠
組
み
」
に
よ
っ
て
凍
結
さ
れ
て
い
た

寧
辺
の
核
施
設
を
再
稼
動
さ
せ
る
と
と
も
に
原
子
炉
お
よ
び
約
八
〇
〇
〇
本
の
使
用
済
み
核
燃
料
棒
の
封
印
を
解
除
し
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

査
察
官
を
国
外
退
去
さ
せ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
三
年
一
月
に
は
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
か
ら
の
脱
退
を
宣
言
す
る
に
至
っ
た
。

「
第
二
次
北
朝
鮮
核
危
機
」
の
出
現
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
三
年
を
前
後
す
る
北
朝
鮮
の
一
連
の
核
危
機
醸
成
の
動
き
は
、
過
去
の
行
動
と
多
く
の
共
通
点
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、

北
朝
鮮
が
初
め
て
公
然
と
「
核
抑
止
力
」
の
保
有
を
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
論
じ
、
核
実
験
を
交
渉
カ
ー
ド
と
し
て
使
い
始
め
た

こ
と
は
過
去
と
は
異
な
っ
て
い
た（

（1
（

。
一
九
九
〇
年
代
の
核
外
交
で
は
、
北
朝
鮮
は
核
兵
器
を
保
有
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
な
い
と
の

主
張
を
繰
り
返
し
、
最
後
ま
で
核
開
発
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
は
北
朝
鮮
は
、

「
唯
一
、
物
理
的
な
抑
止
力
、
い
か
な
る
先
端
兵
器
に
よ
る
攻
撃
も
圧
倒
的
に
撃
退
す
る
こ
と
の
で
き
る
強
力
な
軍
事
抑
止
力
を
備

え
る
こ
と
の
み
が
、
戦
争
を
防
ぎ
、
国
と
民
族
の
安
全
を
守
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
イ
ラ
ク
戦
争
の
教
訓
」
で
あ
る
と

述
べ
、
同
月
一
八
日
に
は
約
八
〇
〇
〇
本
の
使
用
済
み
燃
料
棒
の
再
処
理
作
業
が
最
終
段
階
に
あ
る
と
表
明
し
た（

（1
（

。
一
〇
月
三
日
に

は
朝
鮮
中
央
通
信
を
通
じ
て
、
使
用
済
み
核
燃
料
棒
の
再
処
理
が
終
了
し
、
抽
出
さ
れ
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
核
抑
止
力
強
化
に
用
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
次
北
朝
鮮
核
危
機
が
進
行
す
る
中
、
米
国
は
第
一
次
核
危
機
時
の
よ
う
な
米
朝
二
国
間
協
議
に
よ
る
問
題
解
決
で
は
な
く
、

多
国
間
協
議
の
枠
組
み
で
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
北
朝
鮮
は
依
然
と
し
て
米
朝
協
議
に
よ
る
問
題
解
決
を
主
張
し
た

が
、
二
〇
〇
三
年
四
月
に
は
米
中
朝
の
三
者
会
合
が
北
京
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
多
国
間
協
議
へ
向
け
た
関
係
各
国
の
努
力
の

結
果
、
さ
ら
に
日
韓
露
三
国
を
加
え
た
第
一
回
六
者
会
合
が
同
年
八
月
に
開
か
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
回
（
二
〇
〇
四
年

二
月
）、
第
三
回
（
二
〇
〇
四
年
六
月
）
会
合
の
後
、
一
年
以
上
の
中
断
を
経
て
二
〇
〇
五
年
七
月
に
第
四
回
六
者
会
合
が
開
催
さ

れ
、
九
月
一
九
日
に
は
初
の
合
意
文
書
で
あ
る
共
同
声
明
が
採
択
さ
れ
た（

（2
（

。
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六
者
会
合
開
催
を
模
索
す
る
過
程
で
は
、
開
催
国
で
あ
る
中
国
の
役
割
だ
け
で
は
な
く
、
日
米
韓
三
国
の
連
携
に
も
注
目
が
集

ま
っ
た
。
こ
の
時
期
の
日
米
韓
三
国
の
連
携
が
、
た
ぶ
ん
に
緊
張
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
三

年
五
月
一
四
日
の
韓
米
首
脳
会
談
後
の
共
同
声
明
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
安
定
に
対
す
る
脅
威
が
増
大
す
る
場
合

の
「
追
加
的
措
置
の
検
討
」
と
い
う
文
言
を
め
ぐ
っ
て
、
韓
米
間
に
は
厳
し
い
や
り
と
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
五
月
二
三
日
の

日
米
首
脳
会
談
で
「
よ
り
強
硬
な
措
置
」
を
表
明
す
る
に
際
し
て
は
日
米
間
に
摩
擦
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る（

（2
（

。
連
続
し
て
開
か
れ
た

韓
米
、
日
米
の
二
つ
の
首
脳
会
談
か
ら
、
二
つ
の
同
盟
が
北
朝
鮮
問
題
に
つ
い
て
異
な
る
認
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
垣
間
見
え
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
違
い
を
埋
め
合
わ
せ
る
た
め
に
六
月
の
日
韓
首
脳
共
同
声
明
で
は
、「
韓
米
首
脳
会
談
及
び
日
米
首
脳
会
談

で
合
意
し
た
原
則
を
再
確
認
し
、
今
後
、
日
韓
間
で
連
携
を
強
化
し
て
い
く（

（2
（

」
こ
と
が
謳
わ
れ
た
。

3
．「
平
和
繁
栄
政
策
」
と
日
米
韓
三
国
協
調

　

盧
武
鉉
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策
で
あ
る
「
平
和
繁
栄
政
策
」
は
、
金
大
中
政
権
の
「
太
陽
政
策
」
を
継
承
し
つ
つ
も
、
第
二
次
北

朝
鮮
核
危
機
（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
～
）
と
米
国
の
対
イ
ラ
ク
戦
争
（
二
〇
〇
三
年
三
月
～
）
と
い
っ
た
新
し
い
安
保
環
境
に
対
応
す

る
形
で
政
策
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
半
島
と
イ
ラ
ク
情
勢
の
緊
迫
化
を
受
け
て
、
盧
大
統
領
は
就
任
の
辞
で
、「
北
朝

鮮
の
核
開
発
は
決
し
て
容
認
で
き
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、
同
時
に
「
北
朝
鮮
の
核
問
題
は
対
話
を
通
じ
て
、
平
和
的
に
解
決
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い（

（2
（

」
こ
と
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
就
任
式
後
の
初
の
首
脳
会
談
で
は
小
泉
首
相
に
対
し
、「
韓
国
の
重
要
な
問
題
を

決
め
る
の
に
、
韓
国
人
た
ち
の
意
思
と
関
係
な
し
に
す
す
め
る
こ
と
に
は
同
意
で
き
な
い
。
韓
国
が
能
動
的
か
つ
主
導
的
に
役
割
を

果
た
す
べ
き
だ（

（2
（

」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

し
か
し
同
時
に
注
目
す
べ
き
は
、「
平
和
繁
栄
政
策
」
の
基
本
枠
組
み
は
、
第
二
次
北
朝
鮮
核
危
機
前
に
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
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た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
九
月
の
「
東
北
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
の
新
し
い
秩
序
」
と
題
さ
れ
た
演
説
で
盧
大

統
領
候
補
（
当
時
）
は
、「
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
繁
栄
の
六
大
課
題
」
と
し
て
①
南
北
和
解
・
協
力
の
制
度
化
、
②
北
朝
鮮
の
大
量

殺
傷
兵
器
問
題
の
解
決
、
③
米
朝
、
日
朝
関
係
正
常
化
の
た
め
の
外
交
的
協
力
、
④
北
朝
鮮
の
改
革
開
放
支
援
、
⑤
朝
鮮
半
島
平
和

体
制
の
構
築
、
⑥
東
北
ア
ジ
ア
経
済
及
び
平
和
協
力
体
の
創
設
、
を
提
示
し
た（

（2
（

。
盧
武
鉉
政
権
の
任
期
中
を
通
し
て
こ
の
基
調
は
維

持
さ
れ
た
。

　

対
北
朝
鮮
政
策
だ
け
で
な
く
、
韓
国
外
交
安
保
政
策
の
最
重
要
の
柱
で
あ
る
韓
米
同
盟
に
関
す
る
基
本
的
立
場
も
大
統
領
就
任
以

前
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
三
年
一
月
一
八
日
の
テ
レ
ビ
討
論
番
組
で
盧
大
統
領
当
選
者
（
当
時
）
は
、
五
〇
周
年
を
迎

え
る
韓
米
同
盟
に
つ
い
て
、「
戦
時
作
戦
統
制
権
、
相
互
防
衛
条
約
、
在
韓
米
軍
地
位
協
定
が
問
題
」
で
あ
り
、「（
こ
れ
か
ら
の
）
五

年
間
、
相
当
な
進
展
が
あ
っ
た
と
言
え
る
ほ
ど
に
（
韓
米
同
盟
関
係
を
）
変
化
さ
せ
る
考
え
で
あ
る（

（2
（

」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
実
際

に
盧
大
統
領
は
韓
米
同
盟
を
重
視
し
つ
つ
も
、
就
任
前
に
示
し
た
認
識
に
基
づ
い
て
韓
米
同
盟
の
調
整
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
戦
時
作
戦
統
制
権
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
七
年
二
月
の
韓
米
国
防
相
会
談
で
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
米
国
か
ら
韓
国
へ
移

管
す
る
こ
と
で
合
意
し
た（

（2
（

。

　

一
方
、
日
本
の
指
導
者
層
か
ら
は
、「
民
族
共
助
」
と
「
水
平
的
な
韓
米
関
係
」
を
重
視
す
る
盧
大
統
領
の
外
交
安
保
政
策
に
対

し
て
、
日
米
韓
三
国
の
協
調
体
制
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
と
心
配
す
る
声
が
早
く
か
ら
挙
が
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
三
年
一
月
に

盧
大
統
領
当
選
者
と
会
談
し
た
森
喜
朗
・
前
首
相
は
、「
北
朝
鮮
核
問
題
解
決
の
た
め
に
は
日
米
韓
三
国
が
粘
り
強
く
協
力
し
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
言
葉
を
繰
り
返
し
た
と
い
う（

（2
（

。
ま
た
、
日
本
政
府
関
係
者
も
折
に
ふ
れ
て
日
米
韓
三
国
協
調
の
重
要

性
を
指
摘
し
た（

（2
（

。

　

日
本
側
が
懸
念
し
た
よ
う
に
、
日
米
韓
三
国
の
き
し
み
は
、
北
朝
鮮
核
問
題
を
め
ぐ
る
韓
米
同
盟
と
日
米
同
盟
の
対
応
の
違
い
と

な
っ
て
表
面
化
し
た
。
二
〇
〇
三
年
五
月
の
韓
米
・
日
米
首
脳
会
談
に
お
け
る
異
な
る
対
北
朝
鮮
認
識
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
し
た
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が
、
二
つ
の
同
盟
は
対
北
朝
鮮
行
動
と
い
う
実
践
面
で
も
違
い
を
見
せ
た
。
米
国
主
導
の
拡
散
安
全
保
障
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｐ
Ｓ

Ｉ
）
に
つ
い
て
、
日
本
は
参
加
国
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
韓
国
は
Ｐ
Ｓ
Ｉ
へ
の
参
加
を
見
送
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｉ
を
「
国
際

的
な
封
鎖
戦
略
」
で
あ
る
と
非
難
す
る
北
朝
鮮
へ
の
配
慮
が
働
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
二
つ
の
同
盟
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｂ
Ｍ
Ｄ
）
へ
の
対
応
で
も
違
い
を
見
せ
た
。
日
米
同
盟
が
Ｂ
Ｍ
Ｄ
に
お
け
る
協
力

体
制
を
強
化
し
た
の
に
対
し
、
韓
米
同
盟
は
Ｂ
Ｍ
Ｄ
で
の
協
力
は
低
調
で
あ
っ
た
。
韓
国
政
府
は
、
二
〇
〇
三
年
九
月
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｄ

能
力
を
持
つ
最
新
型
の
Ｐ
Ａ
Ｃ-

3
の
実
戦
配
備
を
完
了
し
た
が
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
予
定
し
て
い
た
次
期
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ

Ａ
Ｍ-

Ｘ
）
計
画
を
二
〇
〇
六
年
に
先
送
り
し
て
Ｂ
Ｍ
Ｄ
に
消
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

二
〇
〇
五
年
に
な
る
と
盧
武
鉉
政
権
の
外
交
安
保
政
策
は
日
米
韓
三
国
協
調
を
さ
ら
に
揺
る
が
し
た
。
三
月
以
降
、
盧
大
統
領
が

陸
軍
三
士
官
学
校
卒
業
式
や
外
交
通
商
部
業
務
報
告
で
「
東
北
ア
ジ
ア
均
衡
者
論
」
を
主
張
し
た
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。
大
統
領
の
発
言
お

よ
び
報
道
を
通
じ
て
表
れ
た
青
瓦
台
関
係
者
の
言
葉
か
ら
は
、「
冷
戦
時
代
に
構
築
さ
れ
た
日
米
韓
の
南
方
三
角
同
盟
の
枠
組
み
に
、

韓
国
が
い
つ
ま
で
も
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」、「
東
北
ア
ジ
ア
に
お
い
て
南
方
三
角
同
盟
と
中
朝
露
の
北
方
三

角
同
盟
が
ぶ
つ
か
る
戦
争
の
構
図
は
こ
れ
以
上
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
認
識
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る（

（3
（

。
三
月
二
二
日
の
国
政

課
題
調
整
会
議
で
盧
大
統
領
は
、「
東
北
ア
ジ
ア
秩
序
は
韓
・
中
・
日
が
協
力
的
で
あ
っ
て
こ
そ
平
和
構
造
と
な
る
が
、
現
在
は
日

本
が
米
国
と
一
つ
に
な
っ
て
中
国
と
戦
線
を
形
成
す
る
局
面
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
旨
述
べ
た
と
い
う（

（3
（

。

　

こ
の
「
均
衡
者
論
」
は
韓
国
内
外
で
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
賛
否
両
論
が
沸
き
起
こ
っ
た
が
、
日
本
か
ら
は
主
に
憂
慮
の
念
が
表

明
さ
れ
た
。「
均
衡
者
論
」
は
、
韓
国
が
韓
米
同
盟
お
よ
び
日
米
韓
三
国
協
調
か
ら
離
脱
し
、
中
国
へ
傾
斜
す
る
こ
と
の
意
思
表
明

で
は
な
い
か
と
の
疑
念
の
目
が
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
な
疑
念
は
日
本
の
政
策
決
定
者
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
て
お
り
、

翻
っ
て
日
本
側
の
韓
国
政
府
へ
の
疑
念
が
韓
国
側
の
反
発
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
悪
循
環
が
日
韓
間
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
、
二
〇
〇
五
年
五
月
の
「
谷
内
発
言
」
を
め
ぐ
る
日
韓
間
の
軋
轢
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
地
政
学
的
問
題
へ
の
認
識
や
対
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処
の
違
い
が
、
日
韓
関
係
に
お
い
て
大
き
な
遠
心
力
と
し
て
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
目
に
見
え
る
形
で
確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

谷
内
正
太
郎
外
務
次
官
（
当
時
）
が
、
韓
国
国
会
議
員
ら
と
の
非
公
式
面
談
の
席
上
、「
北
朝
鮮
核
問
題
解
決
の
た
め
に
は
日
米
韓

三
国
の
団
結
が
最
重
要
で
あ
る
が
、
最
近
、
韓
国
は
韓
米
同
盟
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
」、「
日
米
は
情
報
を
共
有
し
て
い
る

が
、
米
国
が
韓
国
を
信
じ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
が
得
た
北
朝
鮮
核
関
連
情
報
を
韓
国
と
共
有
す
る
こ
と
は
相
当
難
し
い
」、「
米
国

と
日
本
は
右
側
に
お
り
、
中
国
と
北
朝
鮮
は
左
側
に
い
る
が
、
今
の
韓
国
は
中
国
と
北
朝
鮮
の
側
に
近
い
よ
う
だ（

（3
（

」
と
述
べ
た
こ
と

が
報
じ
ら
れ
る
と
、
青
瓦
台
は
「
無
礼
で
無
責
任
な
言
動（

（3
（

」
で
あ
る
と
激
し
く
反
発
し
た
の
で
あ
る
。

4
．
対
北
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る
日
韓
の
乖
離

　

二
〇
〇
二
年
九
月
一
七
日
、
小
泉
首
相
は
訪
朝
し
て
金
正
日
国
防
委
員
長
と
会
談
し
、「
日
朝
平
壌
宣
言
」
に
署
名
し
た
。
9
・

11
テ
ロ
事
件
に
よ
り
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
大
量
破
壊
兵
器
拡
散
問
題
に
対
し
強
硬
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
朝

鮮
は
依
然
核
開
発
を
放
棄
す
る
意
思
を
見
せ
て
い
な
か
っ
た
。
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
攻
撃
が
現
実
味
を
帯
び
る
中
、
イ
ラ
ク
の
次
は

北
朝
鮮
で
は
な
い
か
と
の
認
識
が
広
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
が
「
第
二
の
イ
ラ
ク
」
に
な
る
こ
と
は
、
日
本
に
と
っ
て
安

全
保
障
上
の
危
機
を
意
味
し
て
い
た
。
北
朝
鮮
は
す
で
に
日
本
を
標
的
と
す
る
一
〇
〇
基
以
上
の
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
て
お
り
、
日

本
は
湾
岸
戦
争
時
の
イ
ス
ラ
エ
ル
と
同
じ
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
か
ね
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

9
・
11
テ
ロ
以
降
の
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
背
景
と
し
た
米
国
の
強
硬
姿
勢
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
対
日
接
近
を
促
し
た
。
金
正
日
委

員
長
は
体
制
保
全
を
図
る
た
め
に
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
盟
友
で
あ
る
小
泉
首
相
の
協
力
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る（

（3
（

。
し
た
が
っ
て
、

日
朝
首
脳
会
談
は
基
本
的
に
は
日
本
側
に
有
利
な
環
境
の
下
で
実
現
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

小
泉
訪
朝
は
、
短
期
的
に
は
北
朝
鮮
核
問
題
の
解
決
、
中
長
期
的
に
は
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
を
目
指
し
た
日
本
外
交
の
果
敢
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な
試
み
で
あ
っ
た（

（3
（

。
事
実
、
日
朝
平
壌
宣
言
で
は
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
安
全
保
障
に
つ
い
て
「
朝
鮮
半
島
の
核
問
題
の
包
括
的
な
解

決
の
た
め
、
関
連
す
る
全
て
の
国
際
的
合
意
を
遵
守
す
る
」
こ
と
、
お
よ
び
、「
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
二
〇
〇
三
年

以
降
も
更
に
延
長
し
て
い
く
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
た（

（4
（

。
ま
た
、「
双
方
は
、
安
全
保
障
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て

い
く
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
果
敢
な
試
み
は
、
拉
致
被
害
者
の
「
八
人
死
亡
」
に
対
す
る
日
本
国
内
世

論
の
硬
化
と
、
同
年
一
〇
月
の
北
朝
鮮
の
Ｈ
Ｅ
Ｕ
計
画
発
覚
に
よ
り
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
。

　

対
北
朝
鮮
外
交
空
間
の
著
し
く
狭
ま
っ
た
日
本
の
選
択
は
、
日
米
同
盟
を
強
固
に
し
て
米
国
の
支
持
を
後
ろ
盾
に
し
つ
つ
地
域
の

問
題
に
対
処
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｂ
Ｍ
Ｄ
に
関
す
る
共
同
技
術
研
究
や
Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
積
極
的
推
進
を
通
じ
て
、
日
本
は
米
国
と
共
同

で
北
朝
鮮
へ
の
圧
力
を
強
め
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
北
朝
鮮
核
危
機
の
中
で
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
攻
撃
が
迫
り
、
日
本
国
内
で
は
与

党
自
民
党
内
か
ら
も
日
米
同
盟
を
強
化
す
べ
き
、
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
た（

（4
（

。
中
東
地
域
へ
の
対
応
で
忙
殺
さ
れ
る
米
国
に
よ
る

「
見
捨
て
ら
れ
」
の
懸
念
が
そ
の
よ
う
な
声
を
後
押
し
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
国
内
で
は
対
北
朝
鮮
圧
力
の
た
め
の
法

整
備
が
進
ん
だ
。
二
〇
〇
四
年
二
月
に
「
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
」
が
改
正
さ
れ
た
の
に
続
き
、
同
年
六
月
に
は
貨
客
船
「
万

景
峰
92
」
な
ど
北
朝
鮮
船
舶
を
想
定
し
た
「
特
定
船
舶
の
入
港
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇

六
年
六
月
に
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
へ
の
対
応
に
進
展
が
な
い
場
合
の
経
済
制
裁
発
動
を
可
能
に
す
る
「
拉
致
問
題
そ
の
他

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」（
通
称
「
北
朝
鮮
人
権
法
」）
が
国
会
で
可
決
さ
れ
た（

（4
（

。

　

し
か
し
興
味
深
い
こ
と
に
、
韓
国
の
盧
武
鉉
政
権
が
懸
念
し
た
の
は
、
日
本
の
「
見
捨
て
ら
れ
」
と
は
対
照
的
な
「
巻
き
込
ま

れ
」
状
況
の
出
現
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
冷
戦
期
の
南
北
体
制
間
競
争
の
時
代
と
は
異
な
る
、
経
済
発
展
と
民
主
化
に
よ
り
実
現
し
た

対
北
朝
鮮
優
位
へ
の
自
信
と
南
北
同
胞
意
識
を
背
景
と
し
た
韓
国
の
新
し
い
懸
念
で
も
あ
っ
た（

（4
（

。
盧
武
鉉
政
権
に
よ
る
韓
米
同
盟
関

係
の
調
整
は
、
こ
の
「
巻
き
込
ま
れ
」
に
対
す
る
懸
念
と
連
動
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
対
北
朝
鮮
政
策
に
お
い
て
、
日
米
同

盟
と
韓
米
同
盟
に
は
対
照
的
な
力
学
が
働
き
、
そ
れ
が
日
韓
関
係
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
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一
方
、
日
朝
平
壌
宣
言
は
「
国
交
正
常
化
を
早
期
に
実
現
さ
せ
る
た
め
」
に
署
名
さ
れ
た
の
で
あ
り
、「
不
幸
な
過
去
を
清
算
」

す
る
決
意
を
明
確
に
し
た
点
で
、
戦
後
日
本
と
ア
ジ
ア
の
関
係
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
一
九
六
五
年
の
日
韓
国

交
正
常
化
時
に
日
本
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
清
算
が
十
分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
見
る
立
場
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
評
価
が
な
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
立
場
は
盧
武
鉉
政
権
の
支
持
基
盤
で
あ
る
韓
国
の
進
歩
勢
力
の
認
識
に
近
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
日

朝
平
壌
宣
言
が
、「
日
本
側
は
、
過
去
の
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
の
人
々
に
多
大
の
損
害
と
苦
痛
を
与
え
た
と
い
う
歴
史
の

事
実
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
痛
切
な
反
省
と
心
か
ら
の
お
詫
び
の
気
持
ち
を
表
明
し
た（

（4
（

」
こ
と
が
前
向
き
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。
日

韓
基
本
条
約
に
反
省
や
お
詫
び
の
表
明
が
な
か
っ
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
日
朝
平
壌
宣
言
に
事
実
上
の
謝
罪
の
文
言
が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

　

し
か
し
第
二
に
、
北
朝
鮮
が
過
去
の
日
朝
交
渉
で
求
め
て
い
た
賠
償
・
補
償
が
、
一
九
六
五
年
の
日
韓
国
交
正
常
化
時
と
同
じ

「
経
済
協
力
方
式
」
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
朝
平
壌
宣
言
に
は
、
日
本
が
北
朝

鮮
に
対
し
て
「
国
交
正
常
化
の
後
、
双
方
が
適
切
と
考
え
る
期
間
に
わ
た
り
…
…
経
済
協
力
を
実
施
」
し
、「
国
交
正
常
化
を
実
現

す
る
に
あ
た
っ
て
は
…
…
す
べ
て
の
財
産
及
び
請
求
権
を
相
互
に
放
棄
す
る（

（4
（

」
こ
と
が
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
北
朝
鮮
の
こ
の
よ
う

な
選
択
は
、
経
済
協
力
方
式
が
植
民
地
支
配
に
伴
う
補
償
や
賠
償
問
題
を
封
印
な
い
し
は
置
き
去
り
に
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
立

場
か
ら
は
不
満
の
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
第
三
に
、
北
朝
鮮
が
従
来
の
要
求
を
放
棄
し
て
日
本
が
望
む
経
済
協
力
方
式
を
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
は
金
正
日
国
防
委

員
長
自
ら
が
拉
致
問
題
に
つ
い
て
直
接
謝
罪
し
た
こ
と
は
重
大
な
政
治
決
断
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
金
正
日
委
員
長
は

国
家
の
面
子
を
捨
て
て
ま
で
正
常
化
交
渉
の
再
開
に
す
べ
て
を
賭
け
、
最
後
の
カ
ー
ド
を
切
っ
た
と
の
見
方
で
あ
る（

（4
（

。
と
り
わ
け
当

時
の
金
大
中
政
権
と
そ
れ
に
続
く
盧
武
鉉
政
権
は
、
金
正
日
委
員
長
の
決
断
に
よ
っ
て
早
期
に
日
朝
国
交
正
常
化
が
な
さ
れ
、
そ
れ

が
北
朝
鮮
核
問
題
の
解
決
を
促
進
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
の
国
内
世
論
が
拉
致
問
題
で
硬
化
し
、
日
朝
正
常
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化
交
渉
が
停
滞
さ
ら
に
頓
挫
す
る
の
を
見
て
、
韓
国
の
期
待
は
日
本
に
対
す
る
失
望
に
変
わ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

政
権
発
足
当
初
、
盧
武
鉉
大
統
領
は
小
泉
首
相
の
日
朝
国
交
正
常
化
へ
の
意
志
と
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
高
く
評
価
し
、
そ
れ

が
良
好
な
日
韓
関
係
の
ス
タ
ー
ト
に
貢
献
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
政
府
が
強
硬
な
国
内
世
論
と
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
同
調
し
て
対

北
朝
鮮
政
策
の
力
点
を
「
対
話
」
よ
り
も
「
圧
力
」
に
置
く
よ
う
に
な
る
と
、
北
朝
鮮
問
題
へ
の
対
応
を
め
ぐ
り
日
韓
間
で
は
摩
擦

が
顕
在
化
し
て
い
っ
た
。
六
者
会
合
に
お
い
て
も
、
日
本
は
拉
致
問
題
の
解
決
を
最
重
視
す
る
立
場
を
示
し
て
い
た
が
、
韓
国
は
こ

の
よ
う
な
日
本
の
立
場
表
明
は
非
核
化
プ
ロ
セ
ス
の
進
展
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
で
な
い
と
の
見
方
を
語
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た（

（4
（

。

お
わ
り
に

　

盧
武
鉉
政
権
の
外
交
安
保
政
策
の
分
析
を
通
し
て
日
韓
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
当
時
の
日
韓
関
係
の
悪
化
は
、
い

わ
ゆ
る
歴
史
問
題
（
靖
国
神
社
参
拝
、
教
科
書
問
題
、
竹
島
）
の
み
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
北
朝
鮮
問
題
や
中
国

の
台
頭
、
そ
し
て
対
米
同
盟
関
係
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
の
地
政
学
を
め
ぐ
る
問
題
に
対
す
る
日
韓
両
国
の
異
な
る
認
識
と
対
応
に
起

因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
三
月
以
降
の
盧
大
統
領
の
対
日
強
硬
姿
勢
も
、
必
ず
し
も
歴
史
問
題
だ
け
が

原
因
で
は
な
く
、
盧
武
鉉
政
権
が
打
ち
出
し
た
「
平
和
繁
栄
政
策
」
と
日
本
の
対
北
朝
鮮
政
策
が
そ
の
履
行
に
お
い
て
乖
離
し
て
い

き
、
北
朝
鮮
問
題
で
の
取
り
組
み
に
お
け
る
小
泉
首
相
へ
の
期
待
が
失
望
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
半
島
の

平
和
と
繁
栄
を
実
現
す
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
考
え
て
い
た
日
本
へ
の
失
望
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い（

（4
（

。
当
時
の
韓
国
政

府
高
位
関
係
者
は
「
盧
大
統
領
は
日
本
が
中
国
と
北
朝
鮮
を
敵
対
視
し
て
緊
張
を
高
め
て
い
る
こ
と
を
深
く
憂
慮
し
て
お
り
、『
対

日
外
交
の
新
原
則
』
を
発
表
し
た
背
景
に
は
こ
う
し
た
憂
慮
も
あ
っ
た
」
旨
語
っ
て
い
る（

（5
（

。
対
北
朝
鮮
政
策
だ
け
で
は
な
い
。
対
米

同
盟
政
策
や
そ
れ
と
表
裏
を
な
す
中
国
と
の
関
係
設
定
を
め
ぐ
っ
て
も
日
韓
は
異
な
る
認
識
と
対
応
を
見
せ
、
そ
れ
が
日
韓
関
係
の
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管
理
を
よ
り
難
し
く
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
政
学
的
問
題
に
対
す
る
盧
武
鉉
政
権
の
政
策
は
、「
東
北
ア
ジ
ア
均
衡
者
論
」

と
し
て
表
れ
た
韓
国
の
新
し
い
地
域
秩
序
観
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
盧
武
鉉
政
権
は

「
東
北
ア
ジ
ア
時
代
構
想
」
と
名
付
け
た
域
内
国
に
よ
る
多
国
間
安
保
・
経
済
協
力
機
構
の
創
設
を
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
掲
げ
て

い
た（

（5
（

。
こ
の
構
想
も
、
地
域
に
お
け
る
新
し
い
秩
序
を
志
向
す
る
盧
武
鉉
政
権
の
意
欲
の
表
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
韓
国
の
新
し

い
秩
序
認
識
を
共
有
す
る
基
盤
は
日
韓
の
間
に
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
文
在
寅
大
統
領
と
安
倍
晋
三
首
相

と
い
う
、
盧
武
鉉
政
権
と
小
泉
政
権
の
中
心
に
い
た
二
人
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
現
在
の
日
韓
関
係
を
考
え
る
際
、
当
時
の
経
験
は

多
く
の
示
唆
を
提
供
し
て
い
る
と
言
え
る
。

［
付
記
］　

本
稿
は
、
韓
国
政
治
学
会
・
日
本
政
治
学
会
共
同
学
術
会
議
（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
日
、
ソ
ウ
ル
）
で
の
報
告
ペ
ー
パ
ー
を
発

展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）　
「
日
韓
友
情
年
2‌

0‌

0‌

5
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.jkcf.or.jp/friendship2005

）、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
日
最
終
確
認
。

（
2
）　
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
三
月
三
日
。

（
3
）　
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
三
月
一
八
日
。「
韓
日
関
係
と
関
連
し
て
国
民
に
捧
げ
る
談
話
文
」（
二
〇
〇
五
年
三
月
二
三
日
）、
青
瓦

台
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.president.go.kr

、
韓
国
語
）、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
二
日
最
終
確
認
。

（
4
）　

前
掲
「
韓
日
関
係
と
関
連
し
て
国
民
に
捧
げ
る
談
話
文
」。

（
5
）　
「
第
八
六
周
年
3
・
1
節
記
念
辞
」（
二
〇
〇
五
年
三
月
一
日
）、
青
瓦
台
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.president.go.kr

、
韓
国

語
）、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
二
日
最
終
確
認
。

（
6
）　

小
此
木
政
夫
「
小
泉
政
権
の
愚
と
三
つ
の
戦
略
」『
論
座
』
二
〇
〇
五
年
八
月
号
、
四
〇
頁
。

（
7
）　
「
日
韓
首
脳
共
同
声
明
―
―
平
和
と
繁
栄
の
北
東
ア
ジ
ア
時
代
に
向
け
た
日
韓
協
力
の
基
盤
構
築
」
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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（https://w
w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/kaidan/yojin/arc_03/j_k_seim

ei.htm
l

）、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
最
終
確
認
。

（
8
）　

前
掲
「
小
泉
政
権
の
愚
と
三
つ
の
戦
略
」、
四
〇
頁
よ
り
再
引
用
。

（
9
）　

同
右
、
三
九
頁
。
伊
豆
見
元
「
日
韓
協
力
の
新
た
な
課
題
」『
現
代
韓
国
朝
鮮
研
究
』
第
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）、
一
四
―
一
六
頁
。

（
10
）　
「
日
韓
共
同
宣
言
―
―
二
一
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
日
韓
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.m

ofa.
go.jp/m

ofaj/kaidan/yojin/arc_98/k_sengen.htm
l

）、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
最
終
確
認
。

（
11
）　

前
掲
「
小
泉
政
権
の
愚
と
三
つ
の
戦
略
」、
四
〇
―
四
一
頁
。

（
12
）　

前
掲
「
韓
日
関
係
と
関
連
し
て
国
民
に
捧
げ
る
談
話
文
」。

（
13
）　
「
小
泉
総
理
訪
韓
の
概
要
」
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/kaidan/s_koi/korea_05/gaiyo.

htm
l

）、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
最
終
確
認
。

（
14
）　
「
釜
山
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
談
の
際
の
日
韓
首
脳
会
談
（
概
要
）」
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/

kaidan/s_koi/apec_05/s_jk_gai.htm
l

）、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
最
終
確
認
。

（
15
）　

一
一
月
一
八
日
の
日
韓
首
脳
会
談
で
盧
武
鉉
大
統
領
は
、
日
本
政
府
が
こ
の
三
つ
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

前
掲
「
釜
山
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
談
の
際
の
日
韓
首
脳
会
談
（
概
要
）」。

（
16
）　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
北
朝
鮮
核
危
機
と
関
係
国
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
西
野
純
也
「
冷
戦
後
の
朝
鮮
半
島

を
め
ぐ
る
国
際
政
治
」
長
谷
川
雄
一
・
金
子
芳
樹
編
著
『
現
代
の
国
際
政
治
（
第
三
版
）』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）、
一
八

五
―
二
〇
九
頁
も
参
照
。

（
17
）　

“Bush Statem
ent on U

ndertaking T
alks w

ith N
orth K

orea,

” June 6, 2001

（http://usinfo.state.gov

）.

小
此
木
政
夫

「
北
朝
鮮
問
題
の
新
段
階
と
日
本
外
交
―
―
対
米
補
完
的
連
携
を
目
指
し
て
」『
国
際
問
題
』
五
一
八
号
（
二
〇
〇
三
年
五
月
）、
六
頁
。

（
18
）　

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
編
『
東
ア
ジ
ア
戦
略
概
観
二
〇
〇
四
』（
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
）、
一
〇
頁
。

（
19
）　

同
右
、
一
〇
頁
。

（
20
）　
「
第
四
回
六
者
会
合
に
関
す
る
共
同
声
明
」
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/area/n_korea/�

6kaigo/ks_050919.htm
l

）、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
最
終
確
認
。

（
21
）　

倉
田
秀
也
「
北
朝
鮮
核
開
発
と
多
国
間
協
議
―
―
第
一
回
六
者
会
談
の
総
括
と
前
途
」『
世
界
経
済
評
論
』
二
〇
〇
三
年
一
一
月
号
、
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一
二
頁
。

（
22
）　

前
掲
「
日
韓
首
脳
共
同
声
明
―
―
平
和
と
繁
栄
の
北
東
ア
ジ
ア
時
代
に
向
け
た
日
韓
協
力
の
基
盤
構
築
」。

（
23
）　
「
第
一
六
代
大
統
領
就
任
辞
―
―
平
和
と
繁
栄
と
跳
躍
の
時
代
へ
」『
盧
武
鉉
大
統
領
演
説
文
集
（
第
一
巻
）』
大
統
領
秘
書
室
、
二

〇
〇
四
年
、
二
五
―
三
一
頁
（
韓
国
語
）。

（
24
）　

前
掲
「
北
朝
鮮
問
題
の
新
段
階
と
日
本
外
交
」、
九
頁
よ
り
再
引
用
。

（
25
）　
「
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
プ
レ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
演
説
―
―
東
北
亜
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
の
新
し
い
秩
序
」（
二
〇
〇
二
年
九
月
一

二
日
）、
青
瓦
台
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.president.go.kr

、
韓
国
語
）、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
二
二
日
最
終
確
認
。
倉
田
秀
也

「
北
朝
鮮
の
『
核
問
題
』
と
盧
武
鉉
政
権
―
―
先
制
行
動
論
・
体
制
保
障
・
多
国
間
協
議
」『
国
際
問
題
』
五
一
八
号
（
二
〇
〇
三
年
五

月
）、
二
二
―
二
四
頁
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

（
26
）　
『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
三
年
一
月
二
〇
日
（
韓
国
語
）。

（
27
）　

し
か
し
、
戦
時
作
戦
統
制
権
の
移
管
は
李
明
博
政
権
時
に
延
期
、
朴
槿
恵
政
権
時
に
再
延
期
す
る
こ
と
で
米
国
と
合
意
し
た
た
め
、

ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。
盧
武
鉉
政
権
期
の
米
韓
関
係
に
つ
い
て
は
、
西
野
純
也
「
盧
武
鉉
政
権
期
の
韓
米
同
盟
関
係
―
―
『
反
米
』
政

権
イ
メ
ー
ジ
と
同
盟
管
理
の
実
態
」『
法
学
研
究
』
八
三
巻
三
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
一
九
五
―
二
一
八
頁
も
参
照
の
こ
と
（
本
節
も

本
論
文
よ
り
一
部
を
使
用
）。
ま
た
戦
時
作
戦
統
制
権
お
よ
び
そ
の
移
管
問
題
に
つ
い
て
は
、
倉
田
秀
也
「
米
韓
同
盟
と
『
戦
時
』
作
戦

統
制
権
返
還
問
題
―
―
冷
戦
終
結
後
の
原
型
と
変
則
的
展
開
」
日
本
国
際
問
題
研
究
所
『
日
米
関
係
の
今
後
の
展
開
と
日
本
の
外
交
』
二

〇
一
一
年
三
月
、
七
五
―
九
一
頁
、
倉
田
秀
也
「
米
韓
抑
止
態
勢
の
再
調
整
―
―
『
戦
時
』
作
戦
統
制
権
返
還
再
延
期
の
効
用
」
日
本
国

際
問
題
研
究
所
『
朝
鮮
半
島
の
シ
ナ
リ
オ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
』
二
〇
一
五
年
三
月
、
七
三
―
九
一
頁
が
詳
し
い
。

（
28
）　
『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
三
年
一
月
一
四
日
（
韓
国
語
）。

（
29
）　

例
え
ば
、
高
野
紀
元
・
駐
韓
日
本
大
使
は
赴
任
に
際
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
日
米
韓
協
調
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。『
朝
鮮

日
報
』
二
〇
〇
三
年
二
月
一
五
日
（
韓
国
語
）。

（
30
）　

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
編
、
前
掲
書
、
一
八
頁
。

（
31
）　
「
東
北
ア
ジ
ア
均
衡
者
論
」
に
つ
い
て
は
、
朴
栄
濬
「
東
北
ア
ジ
ア
均
衡
者
論
と
韓
中
日
関
係
」（「
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
韓
関

係
」
会
議
報
告
ペ
ー
パ
ー
、
二
〇
〇
五
年
九
月
三
〇
日
、
韓
国
語
）
が
詳
し
い
。
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（
32
）　
『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
五
年
三
月
二
三
日
、
二
四
日
（
韓
国
語
）。

（
33
）　
『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
五
年
三
月
二
四
日
（
韓
国
語
）。

（
34
）　

朴
栄
濬
、
前
掲
論
文
。

（
35
）　
『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
五
年
五
月
二
五
日
（
韓
国
語
）。

（
36
）　
『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
五
年
五
月
二
七
日
（
韓
国
語
）。

（
37
）　

前
掲
「
北
朝
鮮
問
題
の
新
段
階
と
日
本
外
交
」、
五
頁
。

（
38
）　

同
右
、
五
頁
。

（
39
）　

小
泉
首
相
は
訪
朝
後
の
記
者
会
見
で
、「
日
朝
関
係
の
改
善
と
い
う
も
の
は
単
に
日
朝
関
係
の
利
益
だ
け
で
は
な
い
。
朝
鮮
半
島
、

北
東
ア
ジ
ア
全
体
の
地
域
の
平
和
と
安
定
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
お
互
い
が
日
朝
の
国
交
正
常
化
に
踏
み
出

す
と
い
う
こ
と
は
政
治
家
と
し
て
平
和
作
り
、
安
定
の
基
盤
作
り
に
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
は
政
治
家
に
と
っ
て
大
変
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
」
と
述
べ
て
い
る
。「
小
泉
総
理
大
臣
会
見
要
旨
」（
二
〇
〇
二
年
九
月
一
七
日
）、
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.m

ofa.
go.jp/m

ofaj/kaidan/s_koi/n_korea_02/sum
m
ary.htm

l

）、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
最
終
確
認
。

（
40
）　
「
日
朝
平
壌
宣
言
」（
二
〇
〇
二
年
九
月
一
七
日
）、
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/kaidan/s_koi/

n_korea_02/sengen.htm
l

）、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
最
終
確
認
。

（
41
）　

信
田
智
人
『
官
邸
外
交
―
―
政
治
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
行
方
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
42
）　
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
法
律
第
九
六
号
（
平
成
一
八
年
六
月
二
三
日
）、

衆
議
院
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.shugiin.go.jp/internet/itdb_housei.nsf/htm

l/housei/16420060623096.htm

）、
二
〇

一
八
年
一
一
月
三
〇
日
最
終
確
認
。

（
43
）　

例
え
ば
、
船
橋
洋
一
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
韓
国
は
、
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
発
射
し
よ
う
が
核
実
験
し
よ
う
が
、
直
接
、
韓
国
を

標
的
に
し
て
は
い
な
い
と
い
う
民
族
的
な
確
信
を
も
っ
て
い
る
。
韓
国
の
恐
怖
は
、
米
国
や
日
本
の
核
に
対
す
る
過
剰
反
応
が
北
朝
鮮
の

過
剰
反
応
を
引
き
起
こ
し
、
軍
事
衝
突
が
起
こ
る
こ
と
で
あ
り
、
韓
国
が
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

「
船
橋
洋
一
の
世
界
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
」『
週
刊
朝
日
』
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
日
号
、
三
八
―
三
九
頁
。

（
44
）　

前
掲
「
日
朝
平
壌
宣
言
」。
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（
45
）　

姜
尚
中
『
日
朝
関
係
の
克
服
―
―
な
ぜ
国
交
正
常
化
が
必
要
な
の
か
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
一
六
八
頁
。

（
46
）　

前
掲
「
日
朝
平
壌
宣
言
」。

（
47
）　

姜
尚
中
、
前
掲
書
、
一
五
八
―
一
五
九
頁
。

（
48
）　
「
韓
日
、
拉
致
問
題
で
微
妙
な
神
経
戦
…
六
カ
国
協
議
」（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
九
日
）、『
中
央
日
報
』
日
本
語
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://japanese.joins.com
/article/j_article.php?aid=82907

）、
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
最
終
確
認
。

（
49
）　

李
鍾
元
・
鵜
飼
哲
（
対
談
）「
地
域
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
六
者
協
議
」『
世
界
』
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
号
、
一
〇
九
頁
で
も
同
様

の
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
50
）　
『
朝
鮮
日
報
』
二
〇
〇
五
年
三
月
二
三
日
（
韓
国
語
）。

（
51
）　
「
東
北
ア
ジ
ア
時
代
構
想
」
に
つ
い
て
は
大
統
領
諮
問
東
北
ア
ジ
ア
時
代
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nabh.go.kr

、
現

在
はhttp://nabh.pa.go.kr/

へ
と
リ
ン
ク
が
移
動
、
韓
国
語
）
を
参
照
の
こ
と
。
二
〇
一
八
年
一
一
月
三
〇
日
最
終
確
認
。


